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Orthostatic　 Decrease　 in　Cardiac　 Chaos　 During　 the　Head-up　 Tilt　Test　 in　Patients

　　　　　　　　　　　　　　　　　 With　 Vasovagal　 Syncope

　　　　　　　　 (血管迷 走神経 性 失神 患者 にお け る傾斜 負荷 時 の心 カ オス の減 少)

内容の要旨

鈴　木

　失神 は頻度の 高い症候 で、その原因は多妓 にわた る。最 も頻度 の

高い原因 は、失神 の中 でも予後良好 な血管 迷走神経性 失神(WS)

と考 えられ てい る。WSの 診断 は病歴 や器質 的疾患の否 定 と、傾 斜

台試験 に おけ る血管迷 走神経反射 の誘発 に基づ く。 しか し、傾斜 台

試験 の感 度 は40^60ｰkと 報告 され てお り、偽 陰性 が 多い。こ のた

め、傾斜負荷時 の 自禅神軽機能 の検肘 が心拍変 動解 析に よって行 な

われ て きた が、明 らかな特 徴 を見 出す には至 っ てい ない。 そ もそ

も、心拍の ゆ らぎは多数 の因子 が相亙に影響 しあうた決 定賄的 カオ

ス を含む複雑 系であ り、従来 の心拍変動解析 が定常 系にお ける解 析

を前提 と してい るた め評価 が困殿 な系である。そ こで 、本研究 では

決定胎的 カオス幽 に基づいた検肘 鰍 み た.対 象はWS患 者26名

(患者群)と 年齢 お よび性別 の一致 した健 常対衆者14人 〔健常群)

の9}40人 であ7、 傾斜角80度 で最大30分 問 の傾 斜負荷 を行った。患

者群zs人 中且3人は血管迷 走神経 反射が傾斜負 荷に よって誘 発 され、

陽性(陽 性群)で あっ たが、残 り13人 は誘発 されず陰性(陰 性 群)

であ った。 また、健 常群 はすべ て陰性 であ った。傾 斜台試験で は心

電図モニ タを行 い、RR聞 隔 を記録 した。 カオ スの 出現 は リアブ ノフ

指数>0で 示 され るの で、200心 拍 分のRR間 隔 を用 い て、 リア ブ ノ

フ指 数 を連続 的に算出 し、 リアプ ノブ指数>0と な る頻度 を心 カオ

ス と定嚢 した。仰 臥位5分 間 と便 斜彙 荷開始2分 後か ら5分 聞の心

カ オス と従 来の心拍 変動指 憬で あるLF(low　 frequency)、　HF(High

&egnencyJ、LF/FiFお よびSDNN(RR間 隔 の標 準四 差)を 比鮫 した。

陽性 群.陰 性群 、お よび健常群 の3群 にお いて、仰 臥位 と傾斜貧 荷

時のLF、　ru.　 LF/fff、 お よびSDNNに 群間差 を認め なか ったが、心

カオスは3群 問に差 を認 めた。 健常群 では傾斜 負荷に よる心カオス

の変化は認 め られなか ったが、WS患 者 で は陽 性騨な らびに陰 性群

ともに傾 斜負荷 に よって心カオ スが有意 に減少 した。 また、陽 性群

と陰性群間 には差を認 めなかった。傾斜 負荷 に よる心 カオスの減少

は傾 斜台試験 の結 果 に依 存せ ず、失神 群に特異 的であ る ことが示 さ

れ た。慨斜負荷時 の心 カオスをR㏄ 曲線 を用いて検ftfすると、カ ッ

トオフ依0.36で 感 度92%、 特異度96%の 精度 でVVSの 診断 が可能で

あ ることが明 らか にな った。 以上の検討か ら.傾 斜 負荷 時に観 察 さ

れ た心拍 変動にお ける心カオスの減少がVVS思 者に特異 的であ るこ

とが明 らかに なった。WSは 動 負荷に対す る面姓 の低 租 竃病 態 に

関 与す る と考 え られ るので、心拍変動のカ オス性は重 力負 荷に対す

る適応に寄与 してい る可能性が考え られ た。

昌

箇文審査の要旨

　 失神は救急外 来 におい て頻度の高い症 候であ る。失神 の原 因別分

類 で は、迷 走 神 経 反 射 が原 因 の 血 管 迷 走神 経性 失神(Vawvagal

遡ooμl　 WS)の 頻 度 が 最 も高 く、診 断 は病 歴 、器 質的 疾 患 の否

定、お よび傾斜 台徽(Head・up　 61t　tat:HU'C)に お けるWS醗 に

よって行 なわれ る。病態に は立位耐性の低 下が関与 してい ると考 え

られて きたが 、心 拍変動解析 でその病態 を明 らか にす る ことは従 来

できなか った。本 研究はWS賭 の心拍変動 を決定瞳的 カオス理瞼

に基づい て解析 し、HUT時 にカオス性が減少す るこ とを初めて示 し

た。

　 審査で は、 カオスの概念 にっいて まず 質問 され た。 カオスは乱雑

に見え るが ノイ ズ とは異 なる複雑 なゆ らぎで あn,自 然 界に広 く認

め られて いる現 象 で、健常者 では駆め られるが病的状 態では低下す

る との複数の報 告が既 に行 なわれ ておn,こ の ゆらぎが生体の恒常

性維 持 に有用 と考 えられ てい ることが述 べ られ た。本研 究で観察 さ

れ たWS賭 におけ るカ オス性 の低下1ま立位酎 性の 低下を示唆 し、

カオスの挿つ 不安定な ゆらぎが環境変化 に対す る適応 を容易 に して

いる可能性が考 え られ るので、立位 耐性 の機序 の一端 を脱明 しうる

との見郷 が述 べ られ た。

次 に、WSに お ける 自葎神経 機能 の艀 価 方渕 二関 して質 問 され

た。HUT以 外 の横査 と してはSchellong　testを飽行 しておn,そ の 陽

性 率は20%以 上であるが、Valsalva法 な どの他 の自律神経機 能検査 は

今 回の対象患者 に施行 していない こ とが説明 され た。ま た、交感神

経 の評価 に関 しては、HUT時 の心拍 変動 のLF/liF(低 周波成 分 と商

周 波成分の比)が 上昇 して お り、交感神経機能 はn辿 してい ること

が脱 明 され た。

　 カオ ス性 の検討 方法に関 しては、心電図 紀録 にお け る200個 のRR

岡隔を一組 として連競的 にカオス性 を算 出 した ことに対す る妥 当性

の説明が求め られた。 先行研究において、25～ 置,000個のRR間 隔 の う

ち、zoo個 を用 い ることがR㏄ 曲線 の曲線 下面積 か ら最 も妥当であっ

た ことが脱 明 された,

最後 に、対鮒 者群の患 者背景 とWSの 診断根拠 につい ての説 明

が求め られ た。 患者はWS以 外の器翼的 疾患や 甚揃 導'b電 図の黙

を認め ない若 年者 であるこ と、一過性意 瞭障宙の原 因診断 は欧米 の

診療指針 で示 され る とお り、病歴 と傾斜 台試験 によって行 なったこ

とが 脱明 され た。 しか し、WS診 断 の8。巳d-51811d8fdは存 在 しな4、た

め、本研究対象の患者群 におけるVVS診 断の妥当性がstudy　limitation

であ ると指 摘 された。

　 本茜文では、 上記の よ うなstudy　limilalionはある ものの、心拍 変励

の解析 にお いて、従来 は医 学的検肘 に用 い られ るこ とが稀 であった

決定論的 カオス理瞳 を応 用 した斬新 な着想 と、HUT時 のカ オス性減

少がVVSの 診断に有用で あるとの新知見が評価 された。
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